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スリークでの仕事をすべてやり終えたぼくたちは、いよいよ次の街、フォーサイドを目ざ
す。フォーサイドへはバスが出ているから、これに乗るだけで移動することができるんだ。
さっそくぽくたち3人はバスに乗りこんだ。するとバスの中で話しかけてきた人がいた。
「わたしは旅のセールスマンですがね。どうです、この"ぬれタオル"を買いませんか?」
●Nにチェックがあれば…409ヘ●なければ……
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まぼろし老人に別れを告げ、広い一本道を歩きはじめたぼく。ニンジンやトマトの形をし
た木々の間をどんどん進んでいくと、道端でおままごとをしている人たちを見かけた。
のどかだなあ…、なんて思いながら、ふと布マットの上に乗っている人を見ると-。
「ママ〓トレーシーも〓」
そう、なんと、ぼくがおままごとをしていると思っていたのは、ぼくの家族だったのだ!
ママの脇には、犬のチビまでいる。なんで、こんなところに-?
そんなぼくの驚きをよそに、ママはいつもの明るい笑顔を見せた。
「あら、ネス。お帰りなさい」
そうか……ここは、ぼくの心の中の世界なんだったけ……。

